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再エネ政策の陰で地域の住民は苦しみ

被害に怯えています

2022. 10.21



１ 全国再エネ問題連絡会の紹介

２ 森林の大規模開発に反対している理由について

～ 住民の命と暮らしを守るため

具体的には、

・災害リスク (土砂災害、水害、火災等)

・環境リスク ( 健康、景観被害、廃棄問題等)

３ 全国の各地の現状について

～ 悪質事業者が横行 (事例紹介)

４ 再エネ政策の不備と法改正の必要性について

５ 全国再エネ問題連絡会の活動について
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土砂災害事例
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埼玉県小鹿野町



7

2018.7.7 
兵庫県姫路市
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2019.7.3 台風19号

メガソーラー土砂災害発生
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森林開発に伴う土砂災害

等の実態(資料)

2019年3月

環境省・林野庁



計２３２件

問題あり

計４５件

１９.４%

計３８件

１６.４%



降雨による浸食



工事用道路が水路に





2021.7.3 AM10:30

丹那沢入口



土砂災害のおそれ

具体的な根拠
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静岡県函南町「メガソーラー計画」に反対する理由

静岡県ハザードマップ

※ 地形、地質、地層

過去の災害事例 etc



静岡県HP「ハザードマップ」から転載
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メガソーラー建設予定地

← 丹那小学校

← 丹那沢 (砂防指定地)

← ２万４千トン容量の調整池を計画
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調整池A-1 水深5.9m
約１万３０００トン
(中学校のプール約３６杯分)

調整池A-2 水深3.2m
約８５００トン
(中学校のプール約２４杯分)

調整池B 水深12m
約２万４０００トン
(中学校のブール約 66杯分)

太陽光パネル
１０万枚以上

調整池の総量

約４万５０００トン
専門家の意見
総量約1万トン不足

面積
約６５ヘクタール

A-1

A-2

B

町は５０年に一度の
雨量１０４ミリ／h
の基準で指導している。

地震
丹那断層
不等沈下
豪雨等
表層崩壊
土石流
危険性(大)



国土地理院の断層地図から調整池Bの直下に活断層の存在を確認

調整池
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熱海→函南町

丹那
盆地

伊豆山
約４Km
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メガソーラーから出火

・ 森林火災 2020.12.15

・ 水上火災 2019. 9. 9
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2020.12.15 山梨県北杜市
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2018.9.9 

被災しても発電を

続ける太陽光パネル

消火活動が困難

感電のおそれ!!
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佐賀県 巨大な溜池に水上メガソーラー 台風で損壊



2019年1月28日

太陽光発電パネル設置アスクル倉庫火災



引用

放水の水で感電のおそれ



廃棄問題



１Kw＝太陽光パネル200w×５枚

(200wは20kg、1kwは100kg ) 

2038年のパネルは2018年設置の分
50万トン = 約2500万枚

100Gw＝約５億枚
1000万トン
廃棄パネル排出？

環境省の資料から分析
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ボロ儲け

ドボン

悪質事業者は、バーゼル条約(法)の抜け道、
既に知っている？

海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律

広い海で取り締り？ 無理でしょう？



アメリカ 風車のブレードを土中廃棄している状況



全国の事例











三重県



2021年末時点 2,574基







2017年８月 佐賀県唐津市 風車火災

引用 https://search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&fr=wsr_is&p=%E9%A2%A8%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB%E7%81%AB%E7%81%BD#7f3b3f0bcde4810b6bbf28a7f81e12f2



引用 https://search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&fr=wsr_is&p=%E9%A2%A8%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB%E7%81%AB%E7%81%BD#7f3b3f0bcde4810b6bbf28a7f81e12f2



引用 https://search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&fr=wsr_is&p=%E9%A2%A8%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB%E7%81%AB%E7%81%BD#7f3b3f0bcde4810b6bbf28a7f81e12f2



反対側に倒れていたら
大惨事です











山梨県甲斐市菖蒲沢



引用 https://www.photo-ac.com/main/search?q=%E3%83%A1%E3%82%AC%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC&srt=dlrank



長崎県佐世保市宇久島



宇久島の約４分の１以上、太陽光パネルが設置される
計画が進んでいます ( 島民を助けてください。)
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太陽光パネル１６５万枚
( 480M )

島の面積２５００ha 

事業地面積７２０ha

島の面積の約４分の１

以上の面積です。



太陽光・風力発電建設により日本の森林が消失 ( 約１０,０００ヶ所)、このままでは１０年後、数倍に、、、

引用 https://search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&fr=wsr_is&p=%E3%83%A1%E3%82%AC%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC#cb7bd788391656419f4f0e4c03a1801a







長野県諏訪市



長野県諏訪市





林野庁資料 令和４年６月

太陽光発電に係る林地開発許可基準 に関する検討会報告

※ 東京の山手線内の面積約６,３００haの３倍以上の面積

【参考】 森林１haのCO2吸収は 年間 約170トン×1945ha ＝ CO2吸収力が33万トン減少

８年間

計１９,４５１ha

森林開発

消失面積

↓
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悪質事業者の手口
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大分県杵築市
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第一発電所
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第二発電所



第二発電所調整池崩落

2021.8.31現在

調整池、パネル設置完了

している情報あり。
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山梨県甲斐市菖蒲沢

双葉JAC

韮崎IC
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調整池
基礎部分
崩落が進行
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県が指導に従わず
1年以上放置
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複数で崩落
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土砂約１万㎥
との証言あり
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中部電力子会社
T社 FITのID保有

経産省

B社
建設業

山梨県

②林地開発
許可

① 売買契約？

許可条件違反

の施設を建設

③ メガソーラー
施設引き渡し

④ 2020.12.25
売電開始

↓
⑦ 県から指摘

( 売電中止 )

⑤県の担当者
昨年の末頃
現地へ

調整池が計画
通り施工され
ておらず、

許可条件違反
であることを
確認

⑥ 防災工事

やり直し

指導
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奈良県平群町
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奈良県知事の記者会見 (引用)

● 申請された設計内容に意図的とも思える誤りがあった

のだから工事を止めるのは当たり前である。

● 業者に対し、法令の基準に適合するまでは工事の再開

を認めないと通告した。
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熱海市伊豆山に



１ 全国再エネ問題連絡会の紹介

２ 森林の大規模開発に反対している理由について

～ 住民の命と暮らしを守るため

具体的には、

・災害リスク (土砂災害、水害、火災等)

・環境リスク ( 健康、景観被害、廃棄問題等)

３ 全国の各地の現状について

～ 悪質事業者が横行 (事例紹介)

４ 再エネ政策の不備と法改正の必要性について

５ 全国再エネ問題連絡会の活動について

91



法の不備と法改正の必要性



現行法の不備

・ 森林法

・ 環境アセス・温対法

・ FIT法



森林法に欠陥 法１０条の２【林地開発行為の許可】

① 許可の取消し規定がない

→ 悪質事業者が増加

② 審査基準が安全を担保出来ていない

→ 例、国交省所管の砂防三法等(危険情報)

が準用されていない



環境アセス法や温対法に欠陥

①

② 促進区域は、手続きを簡略化

→

事業者に有利な措置をする

規制を規制する権限がない

→ 悪質事業者らは、単なるセレモニーと豪語

→

③ 規制区域での事業は、規制できない

事業者に有利、住民には不利益ばかり



FIT法の欠陥

①

② 地域トラブルの増加傾向

→

住民説明会の形骸化、不正な地域対策等

国のFIT制度が投機や投資の対象になっている

→ FITのIDが高額転売

→

③ 反社勢力の資金源の疑い

罰則の強化と警察の取り組まり強化を期待



法の不備を補うため都道府県市町村が

地域住民の命や暮らしを守るために

必死で取り組んでいること

通称 「太陽光規制条例」 の制定

↓

「太陽光課税条例」 の制定



= 全国自治体が太陽光条例を制定している状況 =

2014年から 太陽光発電「規制条例」の制定が始まり、

2022年 9月 ( 全国 ) ２０４

・ 都道府県 ６

・ 市 町 村 １９８

※ 現行法 ( FIT法、森林法、環境アセス法等 ) の改正が必要

規制改革 → 国民の生命・財産の被害を招いてはならない !

国は、国民が被害に

遭わないよう法改正

(規制強化)し国民を

安心させるべきです。

兵庫、和歌山、岡山、山梨、山形、宮城県
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岡山県美作市 2021.12 条例制定



宮
城
県
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2021.9.17
公明党代表 山口那津男氏
同女性局長 竹谷とし子氏





2021.9.17 NHK党 党首 立花孝志氏
浜田 聡 氏

2021.9.17 日本維新の会共同代表片山虎之助氏

2021.9.30  社民党党首福島瑞穂氏



2021.9.10 伊豆の国市山下市長



2021.10.15 三島市長



再生可能エネルギー等に関する規制等

の総点検タスクフォース (事前会議)

８月１７日

内閣府







2021.9.7 内閣府規制改革会議第１５回タスクフォース


